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【緒　言】　解剖学的問題,外 傷,過 度のブラッ
シング癖あるいは矯正治療の偶発症 として歯肉退
縮を生 じ,審美障害や知覚過敏症 を訴える患者に
対 し,歯周病専門医によって軟組織の増大を目的
と した歯周形成治療が行 われている。Millerの
歯肉退縮の分類 クラス1および クラス2の症例に
対 しては,100%の根面被覆が可能 とされている。
本報告では,唇側の骨の欠如に加え,過 剰な咬合
力および歯列不正により生 じた歯肉退縮に対 し,
Langer&Langer法ではなく低侵襲 性で審美的
な問題が生 じにくいパウチ法およびTunnel法に
よる結合組織移植術により根面被覆を行った症例
の詳細 を報告する。
【症例概要】
　 患者①:22歳の女性　矯正治療後の31に歯肉
退縮 を主訴 に来院 した。診査の結果,Millerの
分類クラス1,Maynardの分類タイプ4の 歯肉退
縮 と診断 した。
　 患者②:29歳の女性　歯肉退縮の治療 を希望
し来院 した。診査の結果,33および34にMiller
の分類クラス1,Maynardの分類 タイプ4の 歯肉
退縮 と診断 した。両患者とも歯科用CT検 査から,
歯肉退縮 した唇側の歯槽骨は根尖部数 ミリのみ認
められた。
　治療方針:1)患者教育,2)歯周基本治療(Bite
Plateによる咬合力の管理,暫 問固定による動揺
歯の固定),3)パウチ法あるいはTunnel法によ
る結合組織移植術,4)メ インテナンス
　治療経過:術 中および術後の偶発症は認められ
なかった。移植 した結合組織が周囲組織 に調和す
るまで2カ 月程度かかった。現在,患 者①では4
年間,患 者②では8ヶ 月間経過 してお り,いずれ
も歯肉退縮はみられず患者の満足度は高い。
【考　察】 日本人は欧米人に比べ,唇 側の歯槽骨
および歯肉の薄いタイプが多くみられ,付 着歯肉
幅 も狭いため,歯 肉弁歯冠側移動術が適応になら
ない症 例 が多い。 今回報告 した2症 例 は共 に
Millerの分類 クラス1,Maynardの分類 タイプ
4であった。
　 歯肉の厚みが薄い日本人に対 しては歯肉弁歯冠
側移動術よりも結合組織移植術の方が良好な予後
が得 られ ると考 えられる。
【結　語】歯肉退縮 による審美障害に対 してパ ゥ
チ法による結合組織移植術 を用いた根面被覆 を行
ない,良 好な予後を得ている。長期的な経過観察
を行 う予定である。
